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次期気候変動影響評価に向けた検討の進め方（案） 

 

1. 分野別ワーキンググループ (WG) の設置 

資料 1 で示した方針（案）に沿って、各分野において次期影響評価に向けた作業を適切に進めて行く

ために、環境省は令和４年度請負事業にて請負者を事務局とする分野別 WG を設置する。分野別 WG では、

収集・整理された知見の確認、重大性評価の尺度の検討、次期影響評価に向けた新規課題の検討、など

を行う。 

 

(1) 目的 

 現影響評価の公表以降の知見の確認 

 各分野において収集・整理した知見について、妥当性および追加すべき知見の確認。 

 重大性評価の尺度に関する検討 

 各分野における重大性・緊急性評価の尺度について、適切な設定に向けた検討。 

 次期影響評価に向けた課題等の議論 

 上記作業を進める中で見出された新規課題等についての議論。 

 

(2) 検討体制 

 分野別 WGは、次の６つを設置する。 

 農業・林業・水産業分野 WG 

 水環境・水資源分野 WG 

 自然生態系分野 WG 

 自然災害・沿岸域分野 WG 

 健康分野 WG 

 産業・経済活動、国民生活・都市生活分野 WG 

 各 WGの座長からなる分野別 WG座長間会合を設置する。 

 分野別 WG 会合および分野別 WG 座長間会合は非公開とし、小委員会にて検討状況や結果を公表す

る。 

 各 WGで収集整理した文献情報は、気候変動適応情報プラットフォームで公開する。 
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2. スケジュール 

令和４年度およびそれ以降のスケジュール（案）は、次の通りである。 

 

(1) 令和 7 年度までのスケジュール 

令和７年度の次期影響評価報告書の公表までの大まかなスケジュールについては、表１の通りに想定

している。 

 

表 1 令和７年度までのスケジュール（案） 

時期 実施内容 

令和３年度  作業方針および５か年の計画の検討 

 課題整理および対応方針検討 

 知見の収集・整理方針検討 

 複合的な影響および影響の連鎖の評価方針検討 

 気候変動影響評価報告書（2020）に関する普及啓発資料の作成 

令和４年度  知見の収集・整理 

 各分野における、現状・将来の影響、特に強い影響を受ける地域・

対象（集団、業種、生態系、など）、想定される適応策およびその

効果 

 複合的な影響および影響の連鎖 

 重大性評価の尺度に関する検討 

 分野別 WG会合および分野別 WG座長間会合の開催 

令和５年度  知見の収集・整理 

 各分野における、現状・将来の影響、特に強い影響を受ける地域・

対象（集団、業種、生態系、など）、想定される適応策およびその

効果 

 複合的な影響および影響の連鎖 

 重大性評価の尺度に関する検討 

 分野別 WG会合および分野別 WG座長間会合の開催 

令和６年度  次期影響評価報告書原案作成 

 不足分の情報収集等 

 分野別 WG会合および分野別 WG座長間会合の開催 

令和７年度  次期影響評価報告書公表 

 次々期影響評価に向けた課題整理 

 分野別 WG会合および分野別 WG座長間会合の開催 
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(2) 令和４年度のスケジュール 

令和４年度のスケジュールについては、表２の通りに想定している。 

 

表 2 令和４年度のスケジュール（案） 

時期 会合 議題 決定事項 

６月17日 第 24 回小委員

会 

 次期影響評価に向けた方針

（案） 

 分野別 WGの設置 

 科学的知見の収集・整理の方

針の概要（検索方法、情報

源、抽出する内容） 

 分野別 WGの設置 

７～８月 第１回分野別

WG 会合 

 分野別 WG の趣旨・進め方の

確認 

 知見の収集・整理の方針の詳

細（検索キーワード、情報源

とする学会誌・研究プロジェ

クト、など）の確認 

 重大性の評価の尺度の検討の

方針の確認（現影響評価およ

び海外影響評価事例を参考） 

 科学的知見の収集・整理の方

針の詳細（検索キーワード、

情報源とする学会誌・研究プ

ロジェクト、など） 

10 月 分野別 WG 座長

間会合 

 重大性の評価の尺度の分野間

調整（現影響評価および海外

の影響評価事例、第１回分野

別 WG 会合における議論を参

考） 

 「分野間の影響の連鎖」の評

価方法に関する検討 

 

１～２月 第２回分野別

WG 会合 

 知見の収集・整理の進捗状況

の確認 

 重大性の評価の尺度の検討の

進捗状況の確認 

 

 


